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	土浦アイスブレイク
～変わるハードと熱いハートで～


星野奈月(班長)、赤澤邦夫(副班長)、小磯和紀、佐藤祥路
矢田晃一(TA)


コンセプト
土浦アイスブレイク
～変わるハードと熱いハートで～

1.　背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
土浦市は農業･工業･商業が発達し、また鉄道などの交通インフラも発達しており、住民アンケートでも住み心地について78%が住みよい･普通であると回答している(図1)。
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図1　土浦の住み心地に関するアンケート












しかし私たちが現地調査したところ、土浦市ではシャッター商店街や霞ヶ浦、利用者の少ない交流ステーションなど土浦の資源や町が生かされず、人々の交流も盛んでない印象を受けた。そこで私たちは市民のまちづくりへの関心の高さに着目し(図2)、市民が積極的にまちづくりに関わり、人々や資源と触れ合うことが出来る都市を目指す。
[image: ]
図2　住民のまちづくりへの関心に関するアンケート











2.　目指すべき都市像　　　　　　　　　　　　　　　　
ヒトビトが主体性を持ち
モノ・コトと融和するまち
つちうら

3.　地区別構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私たちは以下に地区別の目指すべき地区像を定める。部門別計画、補完計画それぞれが実現したとき、この地区別構想も満たされる。
・中心市街地地区
土浦の中心地として賑わうまち
市役所移転,図書館建設と絡めた提案
・神立地区・新治地区
交通利便性の向上と農業分野の改善
・おおつ野地区
医療拠点を絡めた職住近接エリア

市街地再開発と絡めた駅前空間の整備
・荒川沖地区
豊かな住環境と充実した商業施設があるまち

4.　部門別計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4－1 . 交流と賑わいのまちづくり
土浦･神立･荒川沖地区は土浦市全体からヒト･モノ･コトが集まるが、郊外化によりシャッター商店街や空き店舗の増加などが問題となっており、これらの地区の商業活性化が求められている。
サードプレイス　
私たちは、商店街をロードサイドショップと競合するのではなく、ロードサイドショップにない癒し･交流の空間、職場と家以外のもう一つの自分の居場所「サードプレイス」として賑わいを取り戻させることを提案する。
中央地区商店街･･･歴史ある亀城公園や水戸街道との連携を図るため、歴史的な町並みに修景、飲食店等を配置することにより市民の憩える場所にする(写真1,2)。
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写真1　修景前(中央地区) 　写真2　修警護(中央地区)












モール505･･･区画ごとに通行量の多い地区を1飲食店エリア、通行量が少ないエリアを2.駅前住民
のための日用品エリア、図書館と隣接しているエリアを3.サードプレイスエリアに整備する(図3)。現在図書館の中にも勉強スペース等が計画されているが、図書館の階数を下げ、それらの施設をモール505に入れることにより、コスト削減・既存施設の有効活用が期待できる。また人のあまり通らない2,3階は事務所・倉庫スペースとして有効活用し、修景を行い、1階に各エリアのコンセプトに沿った施設を配置する(図4)。[image: ]
図3　中心市街地の歩行者通行量(一日)H23年度
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図4　モール505整備計画













住民が活躍できる場の整備
上記でも述べた様に、土浦市ではまちづくりへの関心を寄せている住民が多い。そこで我々は住民が活躍できる制度・環境を整備するものとし、市民の意見を取り入れ、住民が活躍できる土浦にしていく。事例として1つには市民活動支援制度「えにわブーケトス」がある。この制度は中学生以上の市民が支援希望団体を選択し、票数に応じて交付金額が決定されるものである。そしてもう1つには「UrayaSmileProject」がある。これは浦安市で活動している学生中心の市民活動団体であり、学生とまちづくり市民活動団体との座談会等を開催している。
これらを土浦市でも応用することにより、上述した目的を達成させることができるものである。

4－2 . 移動しやすいまちづくり
　土浦市に限った話ではないが自動車の普及により、公共交通の利用者数は減少し続けている。その中でも地域の足として活躍する路線バスの利用者数の推移は大きく減少している。また、近年では郊外型の大型ショッピングセンターのように自動車で行くことが前提の施設が増えつつ、公共交通利用者には厳しい社会的な背景がある。それらの結果、路線バスの減便や廃線が後を絶たず、公共交通の更なる利便性低下に拍車をかけており、土浦市民の約60％が交通機関の整備に不満を感じている。
　このような社会的背景の中、土浦市ではNPOまちづくり活性化土浦による中心市街地活性化などを目的とした『キララちゃんバス』、地元住民が運行経費を一部負担するコミュニティバス『新治バス』が運行されている。
　私たちはより詳細な現状を踏まえるために、CUEとJICASTRADAを用いて茨城県南全域内における移動の需要の把握を行った。ここで、2005年の茨城県南の就業者数データを、市役所が移転した時期を想定し、イオンモール内原・水戸の就業者数を参考にイーアスつくば、イオンモール土浦、イオンモールつくばの就業者数を2500人と推定し、市役所（従業者数約1000人）移転も考慮し、データに反映させた。
　1日に発生するトリップを求め、OD表から区間需要を求め表にまとめた。これにより、ある区間における往復の需要の和が求められた。
土浦中心市街地に含まれる、2区と5区、神立駅のある4区、荒川沖駅のある6区では、同じ区内での移動が1日10000トリップ以上と多い。また、土浦市全体に着目すると1，2区間の移動が20000トリップを超え、1区と5区、2区と5区といった中心市街地間の移動が10000トリップを超えた。また、2区と新治、4、6区間も10000を超えた。市外とのつながりに着目すると、つくば市と2、5、6区間で10000トリップを超え、神立駅とかすみがうら市間でも10000を超えている。
以上のような需要、そして路線バスの廃線や減便が今後も予想される中、20、30年後に運転が出来なくなった市民は土浦で生活できるのか。今回、私たちはこれらの需要から鉄道では満たされないもののうち、重点的に整備する区間を決定した。また、区間によっては直接バス結ぶよりは一度鉄道駅にバスで行き、鉄道移動した後、再びバスに乗るという方法を取ることで、効率よいバスの運行が出来るだろう。一方で少数の需要も無視してはならない。
そこでハード面の提案は、鉄道の通らない区間のうち、
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図5　交通分析区割り
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図6　区別概要







4－3 . ヒトと産業が近いまちづくり
　土浦市では耕作放棄地の増加など産業に閉塞感が広がっている(図7)。またJA土浦のホームページではイベントなど住民との接点が企画されていないことがわかった。そこで私たちは交流による産業の需要創出のためマーケットを開催する。
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図7　経営耕作面積の推移














「土浦きららマーケット」の開催
ヒトとヒト,ヒトと産業,産業と産業の交流を促し、商品アイデアの創出、地産地消の促進、賑わいなどの効果を生み出す。
詳細
開催場所 : 駅前ペデストリアン･デッキ現ウララ北側スペース
開催頻度 : 月1回程度
出店者  : 新治の農家,神立の工場,商店主など土浦市全域

参考事例
「ファーマーズマーケット@国連大学前」
毎週土日に開催されるファーマーズマーケットであり、ワークショップや商品名募集,飲食業と農業のコラボランチなどヒトとヒト、産業と産業などが交流するマーケットである。
「オーガニックファーマーズ　ヴィレッジ」
月1回つくば駅前で開催されるファーマーズマーケットである。土浦市と同規模の市町村でも駅前の賑わいが創出されている。
実現に向けての課題
出店者確保の方策やイベント需要の算出、持続可能性の検討

4－4 . 自然と触れ合うまちづくり
私たちは自然とふれあうまちづくりについて土浦スポーツ健康倶楽部に注目している。　
この事業はスポーツによる大規模な健康推進事業で、現在362人の住民が参加している（内40%が高齢者）。現在は土浦地区内で開催されるものが多く、屋内で行うスポーツがメインであるが(図8)、この活動をより自然と触れ合うスポーツ・レジャーも開催する事で観光地利用促進に繋げる事が出来るのではないかと考えている。
そのために、自然あふれる里山や水辺での拠点整備が必要だと考えている。現時点で魅力の不足と考えているのが遊覧船乗り場であり、この地区でのウォーターフロントの整備は必須事項である。
　また、現行の年会費制を改め、観光地利用も兼ねた来訪者の受け入れも目指す。現在年会費収入は60万円程度であるが、これは自然を活用することで施設費が補填可能であるものと考えている。だからこそ年会費廃止や子供無料、さらには会員制の廃止により、来訪者の受け入れの態勢を整えることで「（自然）観光地⇔ヒト（住民・観光者）」の触れ合いがより活発になるのではないのかと考えている。(図9)
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図9　自然との触れ合いイメージ図








自然とスポーツ・レジャーを推進する意義としては健康な体作りによる土浦市住民の医療負担の軽減や、高齢者の生きがい発見、子供たちとの世代間交流、観光客受け入れによる観光地のPR、賑わい創出など一挙に担える。
　実現のための課題としては土浦スポーツ健康倶楽部へのヒアリングや小町の里やカルチャーセンタなどとの連携可能性、日常的なレジャースポーツ開催のためのスケジューリングを行う必要性があると考えている。自然とスポーツ・レジャーを推進する意義としては健康な体作りによる土浦市住民の医療負担の軽減や、高齢者の生きがい発見、子供たちとの世代間交流、観光客受け入れによる観光地のPR、賑わい創出など一挙に担えるのではないだろうか。
　実現のための課題としては土浦スポーツ健康倶楽部へのヒアリングや小町の里やカルチャーセンタなどとの連携可能性、日常的なレジャースポーツ開催のためのスケジューリングを行う必要性があると考えている。[image: ]
図8　土浦スポーツ健康倶楽部開催種目,場所


5.　補完計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・神立駅前整備
　神立駅は工業団地従業員や土浦市･かすみがうら市の住民が利用し、朝や夕方などの時間帯は利用者数が多い。しかし駅前ロータリーが整備されておらず歩行者・自動車の動線が不明瞭である。また駅前道路と駅との接続が悪いため円滑な交通にも支障を来しており、駅前道路と駅ロータリーの一体的な整備が必要である。そこで以下の様にロータリー整備を行うことで各利用者動線を明確にさせる。（図○参照）
＜整備案＞[image: ]
図10　神立駅前ロータリー整備案


1．植え込みを設置し、駅を利用するバス・自動車、そして通過交通の動線を区別。
2．バス停から駅までのデッキを設置し、バス利用者の駅への動線を確保。

· おおつ野　
「安心のまち」
安心して住み続けられるまちを目指し、職住近接地区とし、医療で地域コミュニティ強化を図る。(図○)[image: ]
図11　おおつの整備案

参考事例
養蚕子育てサロン「のびのびキッズ」
筑西市
保健師など専門家の協力や地域のお年寄りなどの参加によって地域コミュニティが強化されている事例。

6.　まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上大枠ではあるが部門別計画と補完計画により、私たちが目指す「ヒトビトが主体性を持ちモノ・コトと融和するまち　つちうら」に近づくことが出来る。
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図11　部門別計画による充填される地区














7.　今後の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・関係各社へのヒアリング
・NPOとの協働まちづくりの方向性についての協議
・定量的評価

8.　参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・市町村人口推計マニュアル
・土浦市＆石岡市観光ガイドマップ
・土浦市観光基本計画
・つちうら公共交通マップ
・土浦市まちづくりアンケート
・土浦市HP
・統計つちうら
・農林業センサス
・政府統計窓口e –stat
・茨城県統計
・平成17年　国民生活白書
・内閣府平成17年度世帯類型に応じた高齢者の生活実態等に関する意識調査
・日本農業新聞　e農net 
http://www.agrinews.co.jp/modules/pico/index.php?content_id=3498
・JA土浦
http://www.ja-tsuchiura.com/syoku/tyokubai.html
・発見!!いばらき
http://www.pref.ibaraki.jp/discover/products/veget/01.html
・政府統計窓口e –stat
· 茨城県統計
· 土浦市中心市街地基礎指標調査
・土浦市耕作放棄地解消計画
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/cms/data/doc/1269591701_doc_27.pdf
・恵庭市HP
http://www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1211415402267/index.html
・ウラスマHP
http://urasma.jimdo.com/
・大好き　いばらき　県民会議
http://www.daisuki-ibaraki.jp/saisei/community/jirei/　jirei001.html
・ファーマーズマーケット@国連大学前
　http://www.farmersmarkets.jp/
・オーガニックファーマーズ　ヴィレッジ
　http://www.futurevillage.jp/

9.　参考文献　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヒアリング協力
・商工会議所商工振興課　主幹　経営指導員
菅原伸司　様　
・管理組合法人　モール505　事務局長
　高野薫　様
・市民ネットワークわくわくプロジェクト土浦
　日辻美香　様
・土浦市都市整備部都市計画課　まちづくり推進室
　長坂　様
・土浦市都市整備部都市計画課　都市交通係
　東郷　様
・土浦市民の皆様
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image8.emf
地区名 主な町名 主な施設

土浦市１区 川口町、桜町、港町など 土浦駅

土浦市２区 真鍋、千束町、田中など 亀城公園

土浦市３区 今泉、粟野町、柴ヶ丘など

土浦市４区 おおつ野、神立町など 神立駅

土浦市５区 大岩田町、下高津など イオンモール土浦、現市役所

土浦市６区 荒川沖町、乙戸町など 荒川沖駅

土浦市７区 右籾町、烏山など

土浦市８区 北神立町、中貫、東中貫町

土浦市新治
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image15.emf
1 2 3 4 5 6 7 8

土浦市１区土浦市２区土浦市３区土浦市４区土浦市５区土浦市６区土浦市７区土浦市８区石岡市 つくば市 かすみがうら市阿見町

1土浦市１区 2,607 4,507 8,566 1,617 9411

2土浦市２区 12,956 19,410 5,388 16,349 2,657 4068

3土浦市３区 602 579 0 1 406 1,118 0

4土浦市４区 3,856 8,152 0 11,463 1,617 2,886 64 1300

5土浦市５区 9,290 8,631 0 579 21,143 2,657 16,242 1,117 3237

6土浦市６区 1,254 7,798 0 1,248 4,200 10,394 1,118 18,274 1,590 9694

7土浦市７区 994 1,901 0 343 4,397 4,066 859 64 2,695 0 2800

8土浦市８区 690 629 0 643 479 3 0 49 1,117 954 0 182

41新治郡新治村 1,060 5,127 0 874 1,211 829 119 1 1,590 2,939 0 444
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